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本書『古代ローマの料理と食文化』は、古代ローマの伝統料理をフラン
ス人著者が調理経験を基に写真掲載で紹介する『Roman Ancient Cui-
sine』の日本語版です。
ローマ帝国第２代皇帝ティベリウスの料理人だったアピキウスの著書に着想を得て、古代ロー
マの料理を35種類紹介し、ローマの食文化や日常生活の面白い情報もコラムで掲載。企画と翻
訳、日本語版編集は『古代ガラスを巡る旅』、『Secret Beauty of Ancient Glass from the Via 
Annia and Northern Italy』の著者が担当。

「古代」というのは私たちが考えていたより遥かに身近なものであることを再発見し、現代人
が普段食べている料理のルーツが古代ローマにあることが解る楽しい1冊。

レシピは前菜、魚、肉、野菜、デザート、パン、ワインの食材別に掲載してあり、出来上がり
を写真で紹介しているので、一目瞭然で料理に取り組めるのがこの書籍の魅力です。
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